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八イオベ》爨驪 韈＿ ．

生物 工 学　第81巻

．

難椰毳　一

生物工 学バ イ オ ベ ン チ ャ
ー サ ロ ン

一 火 の 国で 起 こすバ イオベ ン チ ャ
ー 一

福 田　 秀樹

　平 成 15年度 日本生物工 学会大会の 前 日 9 月 15 日 （月）

13 ：00 〜 17 ： 0 ；熊本大学 工 学部キ
ー
ヤ ン パ ス に て 首記

の ベ ン チ ャ
ーサ ロ ン を開催 した．約 50 名 の 参加者 を得

た ．こ の サ ロ ン は，ベ ン チ ャ
ー企 業を経営 され て い る生

物 工 学会員による講演会で，ベ ン チ ャ
ー企業を盛 り上げ

る と と も に，学会会員 に よ るベ ン チ ャ
ー起業の 意識 を高

め る こ と を 目的 と して い る．各演者 は，ベ ン チ ャ
ー企業

の 特色，設立時 に お け る 困難な課題や対策な ど，幅広 い

体験談な どの 貴 重 な 内 容 に つ い て 詳 細 に 判 りやす く解説

して い ただい た，

　講演後 の パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は ，産学連携の ポ

イ ン ト，特 許戦略 ， 優秀な人材確保，ベ ン チ ャ
ーキ ャ ピ

タル やイ ン キ ュ ベ ー
タ
ー

の 充実な どの 助成制度 の 問題 な

ど，に つ い て ホ ッ トな議論がなされた．尚，講演要旨に

つ い て は 以下 に 記載する．

話 題 提供者およ び要旨

　 1．Weekend −scientists ・after 　retirement の 能力を

新 ビジネ ス 創出に 活か す一夢を叶える新たな仕組み一

　　　 大阪大学大学院工 学研究科，

グリ
ーン ゴール ドバ イオ シ ス テ ム  

　　　　　　　　　　 小林　昭雄

　グリ
ー

ン ゴ ー
ル ドバ イ オ シ ス テ ム （GGBS ） とは，起

業 したい 人 ， 実用化研究 を続 け た い 人 の 夢 を叶え る シ ス

テ ム ，ベ ン チ ャ
ー

会社を作 り出す シ ス テ ム
， 社長 を育 て

上 げ る シ ス テ ム で あ り，GGBS 社 は，　 Scientistsの 夢を叶

えるた め の プ ラ ッ トフ ォ
ー

ム を提供す る 会社 で あ る．大

学人
・
若 い 会社役員

・中堅の 会社 ・ユ ニ
ーク なバ イ オ 技

術 をもっ た 韓国 の 会社 を株主 と して 2001年 5月 ス タート

した．日本 の バ イ オ 産業を 活性化 し，発展 させ る た め に

今求められ て い る もの は ， 即決力，実行 力が 行使で き る

ベ ン チ ャ
ー的会社 運 営 で あり，GGBS シ ス テ ム は ，因本

に お け る社 会 的 シ ス テ ム の 短 所 を 長所 へ と変 え，い か に

して 未利用な （充分 に 使 わ れ て い な い ）サイ エ ン テ ィ ス

トの 能力を最大限 に 生 か して 行 くか を 熟考 した末 に 産ま

れ た新 しい タイ プ の シ ス テ ム 提供会社 で あ る．

2．大規模遺伝 子 破壊 マ ウス 作製事業

  トラ ン ス ジェ ニ ッ ク 坂本 珠美，井出 　 剛

　  トラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク （旧 名 ： ク マ モ ト抗体研 究所）

は ，「大学の 技術資源 の 有効活用，商品化，特許化 」 を 目

的と して ，1998 年4 月 に設立 された．熊本県行政 か ら投

資，融資な どの 支 援 を 受 け，そ の 結果，熊本大学 の 先端

技術 で ある 「特異抗体作製技術」 な らび に 「遺伝 子破壊

マ ウ ス 作製技術 」 の 技術 を導入 した ．「ヒ トゲ ノ ム プ ロ

ジ ェ ク ト」 の 最重点領域 で あ る 「遺伝 子 の 機 能解析 」 分

野 に お い て 必 須の 研究素材 で ある抗体 な らび に遺伝子 破

壊 マ ウス を 大 量 に ス ピ
ー

デ ィ に供給す るこ と を 目標 と し

て い ます．

　特に，遺伝子破壊 マ ウス 分野 は 需要がきわめて 大きく，

ゲ ノ ム 創薬分野で は 欠 か せ な い 素 材 で 大規模な作製技術

が 必須 とな っ て お ります．ま た，当社は，こ れ ら技術 の

波及効果 と して ，環境ホル モ ン な どの 生 物へ の影響を解

析す るキ ッ トの 開発な ど環境科学技術 へ と展開 しつ つ あ

ります．

3．世界を リ
ー

ドするバ イオ ベ ンチ ャ
ーをめ ざ して

ア ン ジ ェ ス MG   　小 谷 　 　均

　ア ン ジェ ス MG （AnGes 　MG ＞は，1999 年 12月 に 大阪

大学医学部発 の キ ャ ン パ ス バ イ オ ベ ン チ ャ
ーと して 設立

され た ，優 れ た 国 産 技 術 を べ 一
ス に し た創薬 の 研 究開発

に よるグ ロ
ーバ ル なベ ン チ ャ

ー
カ ン パ ニ

ーを 目指し，遺

伝 子 治療薬 の 開 発 ，核酸医薬 の 開発，お よ び DDS （ド

ラ ッ ク デ リバ リシ ス テ ム 〉の 3 テ
ー

マ を 柱 に した ビ ジ ネ

ス モ デル を構 築した ，現時点 で ，HGF 遺伝子 を用 い た 血

管新生 を 目的 と し た臨床研究 （口本 ： IIII） ， 臨床治験

（USA ： II） を 展 開 し て い る．さ らに ，転写因子 で あ る
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